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領域4-2 抗がん剤治療の知識 

 

 

 

【薬物療法の目的】 

・抗がん剤治療は、術後補助化学療法として再発リスク

を下げるため、また術前補助化学療法として乳房温存療

法など切除範囲を少なくするため、そして再発がんや切

除不能がんに対して延命と症状緩和目的に行われる。 

   

 

 

 

【投与にあたっての留意事項】 

・どのような抗がん剤を、どのように使うのか、併用療法

を行うのか、患者の状態はどうか、合併症はどうかなど多

岐にわたる。 

 

 

 

【薬物療法の適応基準】 

・化学療法がその疾患に対して標準的治療として確立さ

れている。 

・患者の年齢（臓器機能）、一般状態、栄養状態が良好

で、PS2までが対象となる。 

・骨髄機能、腎機能、肝機能、心機能、肺機能が十分保

たれている必要がある。 

・インフォームド・コンセントが得られていること。 
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がん治療 の種類
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【がん治療薬の種類】 

・がん治療薬の種類をまとめた。従来の抗がん剤である

化学療法は細胞障害性抗がん剤に分類されるが、6種

類の抗がん剤に分けられる。 

・分子標的薬は小分子化合物と抗体薬に分けられる。さ

らに内分泌療法および免疫療法に分けられ、免疫チェッ

クポイント阻害薬は免疫抑制を阻害する分子標的療法

の抗体薬である。 

 

 

 

・がん治療薬の種類でこれら4つの治療薬について、具

体的な薬剤および適応疾患、有害事象について述べる。 

  

 

 

 

【細胞障害性薬剤】 

・細胞障害性薬剤の種類と細胞周期の作用点の一覧。 

 

 

 

【主な分子標的治療薬・免疫チェックポイント阻害薬の作

用機序】 

・主な分子標的治療薬・免疫チェックポイント阻害薬の作

用機序を図示した。 
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【分子標的治療薬・免疫チェックポイント阻害剤使用に

際して】 

・近年、マイクロサテライト不安定性(MSI)検査とその治

療薬ペムロリズマブ(キートルーダ、 すべての固形がん)

あるいはニボルマブ(オプジーボ、 大腸がん)とイピリム

マブ(ヤーボイ、 大腸がん)およびがんゲノム検査が保険

承認された。MSI陽性固形がんは1-15%であるが、約

50%の患者で治療効果が認められ、長期に持続する。 

・がんゲノム検査は、個々のがんの遺伝子変異を同定し

て変異に応じた分子標的治療薬でがん腫横断的に治療

するもので、約15%の症例で治療薬に到達するとされて

いる。 

 

【分子標的治療薬・免疫チェックポイント阻害剤使用に

際して】 

・エヌトレクチニブ(ロズリートレク、 NTRK融合遺伝子陽

性がん)が承認されたが、それ以外は治験や先進医療あ

るいは自費治療となる。 

・このように、治療可能頻度は決して高くはないが、標準

治療が終了し緩和ケア中心の医療を受けている患者に

とって、次の治療の可能性という希望を与えるものであ

り、朗報である。 

・在宅での管理によって積極的治療に挑戦できる場合が

生じうることも念頭におくことも必要。 

・在宅医療に関わるかかりつけ医・医療従事者として知

っておくべき重要な検査・治療であり、すべての患者で説

明の有無を確認しておきたい。 

・がんゲノム検査では、同時に、望まない遺伝的情報が

判明する場合があることも知っておく必要がある。 

http://www.falco-dx.com/msi/ 

Sunami K et al. Cancer Sci 2019 

 

【ホルモン療法薬】 

・乳がん、子宮体がん、前立腺がんなどでは、がん細胞の

発育にホルモンを必要とするため、ホルモンを分泌してい

る臓器の摘出やそのホルモンと反対の作用をするホルモ

ンの投与により、がん細胞を小さくする。 
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【抗がん剤治療の流れ】 

・抗がん剤治療の一連の流れの中で行われる行為の一

覧。 

 

 

 

・診断にはじまり、Cancer Board、IC、療養支援入院・

外来化学療法の開始・継続、抗がん効果の評価、そして

有害事象の評価と管理が実施される。 

・また、すべての段階で支持療法と療養支援が実施され

る。 

 

 

令 2 度の診療 酬改 

副読本 掲
 

・令和2年度の診療報酬改定では、外来での栄養指導、

服薬指導や地域の薬局との連携が評価されている。 

・現在、病院で化学療法を受けた患者が安心して治療

を在宅で継続して受けるために、薬局の薬剤師と病院勤

務の薬剤師が情報を共有し、副作用チェックなどを行っ

ている。これは令和 2年度の診療報酬改定から積極的

に行われており、連携充実加算や特定薬剤管理料といっ

た診療報酬にて評価されている。つまり、薬剤師が化学

療法を受けている患者さんの情報を担当医療者と共有

し関与している。 
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【薬物療法の実際】 

・５大がんにおける実際の薬物療法の薬剤の使い方につ

いて副読本を参照。 
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【抗がん剤治療の効果】 

・5大がんの抗がん剤治療の効果について、全生存期

間、無増悪生存期間、および治療奏効率についてまとめ

た。 

 

 

 

 

・5大がんの抗がん剤治療5年および10年生存率をまと

めた。 
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